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５章　野菜類

ショウガ　英名：Ginger　分類：ショウガ科ショウガ属に属する多年生植物
　学名：Zingiber officinale

・�原産地：熱帯アジア、インド・マレーシア。
・温度適応性：高温多湿な気候に適し 15℃以下になると生育が止まる。
・発芽適温：18℃以上で発芽。
・生育適温：25 ～ 30℃が生育適温。10℃以下では塊茎は腐敗する。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、有機物の入った保水性の高い土壌を好む。
・土壌酸度適応性：弱酸性（ph5.5 ～ 6.0）。
・�花芽分化と抽苔：暖地では塊茎から花穂を抽出し、包の内部に花をつけ、まれに開花する
が結実はしない。そのため栽培は塊茎による栄養繁殖になる。

・作型別栽培方法
（１）葉ショウガ栽培

　種ショウガの植付け時期は、促成栽培では 2月、普通栽培では 5月まで植付けできる。
　収穫時期は5～10月頃、塊茎が十分充実しないで茎葉が3本出そろった頃に掘り取り、
茎葉をつけたまま出荷する。夏場の消費が多い6～8月を出荷の中心にした作型が多い。
種ショウガは茎葉が多く、茎の基部が鮮紅色のものを選抜し植付ける。
　栽培方法は、排水のよい圃場に深さ 7㎝、幅 1.2m前後の溝を作り、種ショウガを並べ
て覆土する。覆土後ポリフィルムや不織布でマルチし、その上にビニルトンネルをする。
　植付けは収穫の 80 日前が目安。植付け後から発芽までは地温を 26 ～ 28℃に保ち、
発芽後はマルチを除き、トンネル内が 30℃以上にならないように管理する。

（２）根ショウガ栽培
　促成栽培は 12～ 2月植付け、4～ 8月掘り取り。普通栽培（露地）では 4～ 5月植付け、
9～ 11 月に掘り取りを行う。普通栽培では、植付けが早過ぎると種ショウガが腐敗す
る恐れがあり、また植付け時期が遅れると生育期間が短くなり減収になるので適期に植
付けを行うことが大切である。
　植付けは、深さ 10cm程度の植え溝を掘り、植え溝に直角に、芽を上にして植える。
深植えは発芽が遅れ、塊茎が長くなり、品質が悪くなる。
　促成、半促成のものは、収穫後、直ちに新ショウガとして出荷するため、茎の赤味と
表皮の鮮度が大事で乾燥させないこと。普通栽培で生産したものは、1カ月以上貯蔵し
た後、貯蔵ショウガとして周年出荷する。


